
　皆さんが出す「燃やすごみ」。もちろ
ん燃えて「かさ」は劇的に減りますが、
残った「残さ」はどう処分しているの
かご存じですか?
　和光市で出る残さは年間約2,300
トン。これは市内では処分できないた
め、多くは寄居、熊谷、栃木県にあるリ
サイクル工場で人工砂などの材料と
して利用されていますが、一部は多く
は山形県、群馬県にある最終処分場で
埋め立て処分されています。
　本来、ごみは自区内処理といって、
全て市内で処分するのが原則です。し
かしながら、和光市のように市域が狭
く自区内処理できない自治体はどう
するのかと言うと、他の自治体と協議
をし、その自治体の定めた制度に基づ
き最終処分場に埋め立てているのが
実情なのです。
　先日、山形県内の最終処分場の現地
を視察し、また、所在地の市長さんに
ご挨拶するとともに、ごみの減量に向

けた取り組みの方向性などについて
ご説明してきました。
　処分場では、岩盤の上にシートを敷
くとともに堰堤を築くことにより、汚
水の流出を防いでいます。さらに、域
内からでてくる水については汚水処
理施設で徹底的に浄化し、環境基準に
合致する水準にして放流しています。
併せて埋め立て終了後も汚水処理を
継続していくための基金の積み立て
も行っており、地域にご迷惑をおかけ
しないための仕組みができているこ
とを確認しました。
　さて、そこでお願いがあります。そ
れはごみ減量へのご協力についてで
す。過剰包装など余計なごみの持ち帰
りを排除するとともに、分別できるも
のは分別し、可能な限りごみの量を、
ひいては残さの量を抑制したいと考
えています。ご協力をお願い申し上げ
ます。

燃やすごみの行方
～ごみを減らそう
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市長コラム 62言葉づかいから
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　国際的には、男女平等に遅れた
国と評価を受ける日本の社会で
す。男女の格差を数字で表したジェ
ンダー・ギャップ指数（世界経済
フォーラム）によれば、世界136カ
国中101位（2015年）という、大変
低い位置にあります。これまで男女
共同参画に向けて様々な法律が整
備され、改善が行われてきました。
女性がもっと活躍できる社会に向
けて、私たちの日常から変えていけ
るものはないのでしょうか。
　その一つとして男女平等の観点
からの言葉の見直し、言い換えが提
案されています。例えば夫婦間の
呼び名について、日本語では夫は主

人、旦那、亭主など、妻は奥さん、女
房、家内などとなりますが、どちら
も男性優位の主従関係を意味に持
つ言葉です。普段抵抗なく使って
いるこの言葉を、意識的に平等にな
る言葉に変えてみる。例えば「連れ
合い」や「お連れ合い様」という言葉
が、夫婦の片方のことを指すときの
言葉として挙げられています。文
化的な背景を乗りこえるのは難し
いことと言われますが、今の社会を
作っている私たちが使う言葉こそ
文化そのものではないでしょうか。
自己表現を率直に、男女平等にでき
る社会を目指して、日々意識を高め
て過ごしたいと思います。
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　10月25日〜31日の期間、姉妹都市であるアメリカ合衆国ワシント
ン州ロングビュー市に市民、和光高校の生徒・教員で結成した訪問団
25名が訪問しました。
　今回の訪問では、ロングビュー市の厚意によりロングビュー市役所
や大学、図書館などの市内施設の見学や、ホームステイ体験など様々
な交流を行いました。

※参加者の感想の全文は今後、市ホームページなどで紹介する予定です。

ワシントン州ロングビュー市 City of Longview, WA
人口約3万6千人、面積38.3平方キロメートルの、緑豊かな広々としたまち
です。昭和62年の県立和光国際高校とロングビュー市内のマークモリス
高校との交換ホームステイやロータリークラブの活動がきっかけで、和光
市との交流が始まりました。その後、平成11年10月1日に両市は姉妹都市
提携をして交流を深めています。

ロングビュー市にある
Lower Columbia Collegeを訪問しました。

図書館では日本から持ってきた
本やカレンダーの寄贈を行いました。

市内ではシェイ式蒸気機関車や
リスの彫刻などを見学しました。

ロングビュー市の家庭にも
訪問しました。

　私は、今回で4度目の訪問となり、まちそのものは、以前と同じ美しい落ち着ける
街に変わりはありませんが、何かが変わっていると気にかかっていました。帰国後、
ロングビュー市での行動を振り返り、その違いに気づきました。平成11年、12年の
訪問時は、ロングビュー市職員が前面に出ていたものが、平成26年と今回は市民が
主体に変わっていたと思います。
　行程の作成や案内等がすべて市民組織（姉妹都市委員会）の手作りであることに
驚き、また市民交流のあり方について考えさせられるものがありました。
　これからの姉妹都市交流は、市民主体であってこそ関係が深まっていくと考えら
れ、訪問団の一員として今後の課題であると考えています。
　姉妹都市ロングビュー市は美しく心温かいまちです。一人でも多くの方に訪れて
いただき、また、ロングビュー市民がこられた際には温かく迎えていただければと

思っています。� 堀 文雄

　今回の滞在を経て、自分が成長したなと思うことがたくさんあり
ました。
　今までの私は、誰かの指示がないと自分から行動できなかったり、
自分の言いたいことを上手く言えなかったりすることが多かったで
す。でも、今回のアメリカ滞在をきっかけに、自分から行動することが
できると気づくことができました。また、英語でしか会話が通じない
環境で、自分の意見や言いたいことを英語で伝えることができました。
初めは上手く通じなかったですが、何度も繰り返し、言葉のキャッチ
ボールをつなげることができました。「何て親切なんだろう。」と、驚く
ほどホストファミリーの方も優しく受け入れていただいたお蔭でもあ
ると思います。

　私はこの体験を将来に活かしていきたいと思います。� 半田 理衣

参加者の感想（抜粋）
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